
ア
ジ
ア
、
中
国
な
ど
の
出
身
）と
の
懇
談
の
機
会
を

得
た
。

両
事
業
所
は
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
続
き
、
産

業
の
担
い
手
不
足
が
課
題
と
な
る
中
、
意
欲
の
あ
る

外
国
人
に
活
躍
し
て
も
ら
っ
て
地
域
の
産
業
の
活
性

化
を
図
る
た
め
に
、
住
居
費
等
の
手
厚
い
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
加
え
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
ニ
チ
モ
ウ
で
は
、

事
業
所
の
近
く
に
寮
を
新
設
し
、
マ
ル
カ
イ
チ
水
産

で
は
、
国
籍
ご
と
に
社
宅
や
寮
を
用
意
す
る
等
の
工

夫
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
語
の
学
習
支
援
や
日
本
語

検
定
試
験
受
験
の
費
用
や
旅
費
の
補
助
な
ど
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

実
習
生
等
と
の
懇
談
で
は
、
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
に

招
待
さ
れ
る
な
ど
地
域
住
民
の
間
に
共
生
社
会
へ
の

理
解
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
み
心
地
が
良

い
と
い
っ
た
声
も
聞
け
た
。
市
内
で
バ
ス
に
乗
る
際

の
運
賃
の
補
助
制
度
も
あ
る
と
の
こ
と
だ
。

外
国
人
が
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
に
は
、

雇
用
者
の
み
な
ら
ず
、
自
治
体
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
一
丸
と
な
っ
た
受
け
入
れ
の
取
り
組
み
が
欠
か

せ
な
い
。
特
に
、
外
国
人
と
地
域
住
民
の
接
点
が
確

保
さ
れ
る
こ
と
は
、
共
生
社
会
を
実
現
す
る
う
え
で

重
要
な
要
素
で
あ
り
、
紋
別
市
の
取
り
組
み
に
学
ぶ

と
こ
ろ
が
多
い
と
感
じ
た
。

一
方
で
、
課
題
と
し
て
は
、
昨
今
の
円
安
や
母
国

の
経
済
成
長
に
伴
い
、
外
国
人
に
と
っ
て
来
日
す
る

魅
力
が
感
じ
ら
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

地
域
特
有
の
事
情
と
し
て
冬
の
寒
さ
が
厳
し
い
こ
と

い
て
も
、
国
籍
に
関
係
な
く
有
為
な
人
材
が
活
躍
で

き
る
環
境
整
備
が
進
む
地
域
が
あ
る
。
そ
の
ユ
ニ
ー

ク
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
今
後
必
要
と
さ
れ
る
外

国
人
政
策
を
考
え
て
み
た
い
。

紋
別
市
の
取
り
組
み

道
東
地
方
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
中
央
に
位
置
し
、

約
２
万
の
人
口
を
有
す
る
紋
別
市
は
、
２
０
１
５
年

か
ら
２
０
４
５
年
に
か
け
て
人
口
が
半
減
す
る
と
の

将
来
推
計
が
示
さ
れ
て
お
り
、
労
働
力
不
足
が
深
刻

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
同
市
で
は
、

力
強
い
産
業
や
共
生
社
会
の
確
立
を
基
本
目
標
と
し

て
掲
げ
、
外
国
人
技
能
実
習
生
や
特
定
技
能
外
国
人

（
以
下
、
実
習
生
等
）を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
市
内
の
外
国
人
住
民
数
の
割
合
は
全
国

平
均
を
超
え
て
推
移
し
、
か
つ
年
々
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
同
市
は
、
外
国
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
の
確
立
に
向
け
て
、
２
０
２
１
年
11
月
に
「
も
ん

べ
つ
国
際
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
す
ま
い
る
」
を
開
設

し
、
日
本
語
講
座
や
日
本
文
化
体
験
講
座
を
開
く
と

と
も
に
、
留
学
生
の
市
内
企
業
等
へ
の
就
労
を
支
援

し
て
い
る
。

紋
別
市
内
の
水
産
加
工
事
業
者
を
視
察

紋
別
市
で
は
、
外
国
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
水
産

加
工
事
業
者
２
社（
オ
ホ
ー
ツ
ク
ニ
チ
モ
ウ
、
マ
ル

カ
イ
チ
水
産
）を
訪
問
し
、
経
営
者
と
の
意
見
交
換

や
ホ
タ
テ
の
加
工
施
設
の
見
学
、
実
習
生
等（
東
南

経
団
連
の
産
業
競
争
力
強

化
委
員
会
外
国
人
政
策
部
会

で
は
、
外
国
人
が
日
本
国
内

で
活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備

に
向
け
て
、
政
策
提
言（
注
）を

含

め
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
の
外
国
人
政
策

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
幅
広
い
産
業
や

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
実
情

を
踏
ま
え
た
検
討
を
行
う
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
。

こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、

当
部
会
は
、
２
０
２
３
年
10

月
16
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
、

外
国
人
の
受
け
入
れ
で
先
進

的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
北
海
道
の
紋
別
市
と
東
川

町
を
訪
問
し
た
。
人
口
減
少

や
高
齢
化
が
進
む
地
方
に
お

（注）「Innovating Migration Policies ─2030年に向けた外国人政策のあり方─」（2022年2月15日）
https://www.keidanren.or.jp/policy/2022/016.html

毛
もろ
呂准

じゅんこ
子

産業競争力強化委員会
外国人政策部会長
商船三井取締役

外国人の活躍を推進する
先進的取り組みに触れて
─北海道紋別市／東川町視察
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告
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紋別市内の事業所を視察（外国人技能実習生との懇談）

東川町菊地町長（左）との意見交換

の
施
策
を
通
じ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ま
ち
づ
く
り
が
功
を

奏
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

意
見
交
換
の
際
、
東
川
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン

セ
プ
ト
が
ぶ
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
、
菊
地
町
長

か
ら
「
役
場
の
職
員
が
自
ら
考
え
て
仕
事
を
す
る
風

土
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
て
い
る
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

東
川
町
立
東
川
日
本
語
学
校
を
視
察

東
川
町
の
先
進
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
に
、
２
０

１
５
年
に
国
内
初
の
公
立
と
し
て
設
立
し
た
東
川
日

本
語
学
校
が
あ
る
。

同
校
は
、
ア
ジ
ア
地
域
な
ど
世
界
６
カ
所
に
設
け

た
拠
点
で
選
抜
さ
れ
た
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

き
っ
か
け
は
、
２
０
０
９
年
に
町
内
の
専
門
学
校
で

短
期
の
日
本
語
・
日
本
文
化
研
修
事
業
を
開
講
し
た

こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
４
２
０
０
人（
短
期
３

６
０
０
人
、
長
期
６
０
０
人
）を
超
え
る
外
国
人
が

受
講
し
て
お
り
、
現
在
で
は
、
東
川
町
の
国
際
交
流

で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

東
川
町
在
住
の
留
学
生
全
体
の
約
７
割
が
日
本
で

の
進
学
・
就
職
を
希
望
し
て
お
り
、
同
町
は
出
口
の

サ
ポ
ー
ト
も
手
厚
く
行
っ
て
い
る
。
特
に
、
日
本
語

学
校
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
多
文
化
共
生
室
で
は
、

留
学
生
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
か
い
就

職
支
援
を
は
じ
め
、
日
本
文
化
を
体
験
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
等
の
企
画
・
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
民
間
企
業
の
社
員
を
自
治
体
が
受
け
入
れ
る

「
地
域
活
性
化
起
業
人
」
の
制
度
を
用
い
て
、
就
職

支
援
や
企
業
と
の
連
携
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
も
あ
り
、
留
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が

希
望
ど
お
り
日
本
で
の
就
職
先
を
見
つ
け
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

今
般
の
視
察
は
、
経
団
連
会
員
企
業
以
外
の
取
り

組
み
を
知
る
機
会
と
な
り
、
改
め
て
、
幅
広
い
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
実
情
を
理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
感
じ
た
。
こ
う
し
た
中
、
政
府
の
「
技
能
実
習
制

度
及
び
特
定
技
能
制
度
の
在
り
方
に
関
す
る
有
識
者

会
議
」
は
、
技
能
実
習
制
度
と
特
定
技
能
制
度
の
抜

本
的
な
改
革
に
つ
い
て
報
告
書
を
公
表
し
、
今
後
、

技
能
実
習
制
度
に
代
わ
る
新
た
な
制
度
の
設
計
が
行

わ
れ
る
。
経
団
連
と
し
て
も
、
有
為
な
外
国
人
が
活

躍
で
き
る
環
境
の
整
備
に
向
け
て
、
引
き
続
き
活
動

を
進
め
て
い
き
た
い
。

も
あ
り
、
賃
金
が
よ
り
高
い
都
市
部
へ
の
人
材
流
出

が
起
き
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。
会
社
と
し
て

は
今
後
、
人
事
評
価
制
度
を
見
直
し
た
り
待
遇
改
善

を
図
る
な
ど
し
て
、
魅
力
的
な
職
場
作
り
を
続
け
る

旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

菊
地
伸
東
川
町
長
と
の
意
見
交
換

続
い
て
東
川
町
で
は
、
菊
地
伸
町
長
か
ら
説
明
を

聴
く
と
と
も
に
、
懇
談
を
し
た
。

北
海
道
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
す
る
東
川
町
は
、

人
口
約
８
６
０
０
人
。
各
地
域
で
人
口
減
少
が
深
刻

な
課
題
と
な
る
一
方
で
、
同
町
は
約
30
年
間
に
わ
た

っ
て
人
口
が
増
加
し
続
け
て
い
る
。
背
景
と
し
て
、

観
光
や
子
育
て
・
教
育
、
移
住
政
策
、
企
業
連
携
等
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